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 （注意） 

この操作マニュアルは、リリース前のkakakuFX MkⅡの画面をベースに作成されて 

 います。リリース後の実際の取引画面とは異なる場合があります。 

 

またリリース当初の操作マニュアルは暫定版です。内容が更新された場合には、 

最新版の操作マニュアルを参照してください。 

 

操作マニュアルに載っていない内容については、カカクコム・フィナンシャルお客様 

サポートセンターまでお問い合わせください。 
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1. はじめに 

1.1.マーケット・リスク 

取引システムを使う際には、レート変動や急なレート変更等のマーケット・リスクを無くしたり、軽減

したりすることは出来ないことを知っておいてください。電子取引システムを使うことで様々なリス

クを軽減することは可能でも、マーケット・リスクそのものを無くすことは出来ません。取引をされる

前に、取引システムを利用することで起きうる以下に書かれていることを完全に理解するためにも、

リスク管理方法を見直しておくことが推奨されます。 

1.2.オペレーショナル・リスク 

取引システムを使う際には、オペレーショナル・リスクについても理解が必要です。取引システム

は最適化や改善の上テストも行われていますが、リスクが残されている可能性はあります。ただ、

技術的、人為的、通信上等に限らず全てのオペレーショナル・リスクは、マーケット・リスクとは反

対に最大限に軽減が可能です。取引システムの利用者に対して、このようなオペレーショナル・リ

スクが可能な限り起きないようにシステム開発は行われています。 

1.3.取引システムマニュアル 

デモ取引システムを使用している間に必ず取引システムマニュアルをお読みください。ライブ取引

システムに移行する前にわからないことが出てきた場合には、カカクコム・フィナンシャルお客様サ

ポートセンターをご利用ください。なお、取引システムマニュアルは取引システムのバージョンアッ

プ等に伴い、予告なく変更されることがあります。 

1.4.デモ取引とライブ取引 

デモ取引システムとライブ取引システムの機能に違いはありませんが、デモ取引とライブ取引で

はマーケット環境によって違いが出てきます。最大の違いはデモ取引の場合、実際のマーケット

へは影響を与えませんが、ライブ取引では、特に大きな取引金額の場合にマーケットへ与える影

響が大きくなります。さらに、デモ取引とライブ取引では精神的な影響が全く異なりますので、デ

モ取引での結果を自分の実力だと過信することが無いようにしてください。 
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 2. 取引執行プロセス  

システム提供元であるデュカスコピーは為替市場の流動性を最大限に増やし、世界最高水準の

スプレッドを提供することを目的とした全く新しいコンセプトを作りあげました。このモデルは基本

的に分散型のマーケット・プレイスをベースに、集合型と分散型の市場参加者の複数のレート提

示を結び付けています。このコンセプトにより、リアルタイムで最善の市場レートに注文を結び付

けることが可能なのです。 

2.1.マーケット・メーカーとマーケット・ユーザー 

指値注文はサーバー上のオーダーブックにビッド、オファーとして登録され、これらはマーケット・

メーカーとなります。いっぽう成行注文と逆指値注文はマーケット・ユーザーとなります。一般的

にマーケット・メーカーは価格の状況を示し、マーケット・ユーザーは価格の執行を示します。不

利な点をあげると、マーケット・メーカーは全ての注文が執行されるとは限らないこと、マーケッ

ト・ユーザーは執行レートがやや悪くなることです。 

2.2.マーケット・プレイスとマーケット・メイク 

マーケット・プレイス方式（オークション方式とも呼ぶ）はマーケット・メイク方式（いわゆる業者によ

るレート提示）と異り、レート提示者どうしを結び付ける方法です。両方式の最大の違いはマーケッ

ト・プレイス方式では結果としてのスプレッドであり、レートそのものにスプレッドがあるわけではあ

りません。このマーケット・プレイス方式を提供する代わりに、我々は取引金額に応じた手数料い

ただきます。いっぽうマーケット・メイク方式ではレート提示の際のスプレッドが収入なのです。

我々はマーケット・プレイス方式のほうが、より透明性が高く、参加者間の不利益を排除する方式

であると考えています。 
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 3. セキュリティ、他 

3.1.パスワード 

初期パスワードはいつでも変更可能です。以下の方法で初期パスワードを変更した上で取引シ 

ステムをご利用ください。パスワードを忘れてしまった場合は、お客様サポートセンターまで連絡 

いただければリセットいたします。 

１. 取引ツールにログインし画面上部の[ツール]から[パスワード変更]を選択します。 

 
 
 

２．パスワードの変更画面が表示されます。  

 

 
パスワード変更の注意事項 

・パスワードに使用できる文字はアルファベット大文字(A-Z)、 

アルファベット小文字(a-z)、数字の0から9です。 

・パスワードの長さは少なくとも8文字で少なくとも大文字と小文字が 

1字づつ含まれている必要があります。 

(適切なパスワードであれば入力欄が薄い赤から薄い緑に変化します。） 

 

３．最後に[Update]のボタンを押して完了です。 

 
3.2.リカバリー 

取引システムが動作しなくなった場合、システムは自動的に再起動のプロセスに入ります。テ

クニカルな問題や取引に関する質問がありましたら、カカクコム・フィナンシャルお客様サポート

センターまでお問い合わせください。 
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4. 取引システム概要 

4.1.マーケット・アクセス 

取引システムはＳＷＦＸのマーケット・プレイス、つまり参加者間の取引レートへのアクセスを提供し

ます。また、取引の厚みを増すためマーケット・プレイスだけでなく、主要な銀行からのレートもフィ

ードしています。ユーザーは、この特権的なアクセスを持っていることで、取引の質的な改善が可

能でしょう。取引システムは、Javaベースとなります。 

4.2.ユーザー・インターフェース 

取引システムのユーザー・インターフェースは、ユーザーに様々な状況下で柔軟性、透明性、迅速

な反応を可能にしています。取引システムの各ペイン（枠）は、ユーザーが簡単にマーケット・レー

ト、オーダー状況、ポジション、証拠金残高、レバレッジ、損益をモニター、あるいは実行できるよう

になっています。中心となるユーザー・インターフェースは以下の通り2つのウィンドウで構成され

ます。 

メイン・ウィンドウもマーケット・オーバービュー・ウィンドウもサイズ変更が可能で、それぞれ独立

して動かすことが出来ます。詳細はこの後の各章をご覧ください。  

 

注文エントリー モニター、実行 メイン・ウィンドウ 

Market Depth 

（板情報） 

モニター メイン・ウィンドウ 

   

ポジション・サマリー モニター、実行 メイン・ウィンドウ 

ポジション モニター、実行 メイン・ウィンドウ 

注文 モニター、実行 メイン・ウィンドウ 

メッセージ モニター メイン・ウィンドウ 

マーケット・オーバービュー モニター、実行 マーケット・オーバービュー 
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4.3.マーケット・オーバービュー 

ユーザーは複数通貨ペアのマーケット・アクティビティを一覧することが可能です。各通貨ペアのビ

ッドとアスクが該当ボリューム（ボリュームの金額表示は100万通貨単位）とともに表示され、各通

貨ペア個別の注文設定も可能となっています。各通貨ペアの表示をダブルクリックすることで別ウ

ィンドウが開きます。このウィンドウでは、ビッド、アスク、Market Depth（板情報）が全てリアルタイ

ムで更新されます。ユーザーはマーケット・オーバービューを自分の好みにあわせて構成できます。

マーケット・オーバービューの通貨ペアは、メニューから追加できます。また、マーケット・オーバー

ビューでは複数のタブ設定が可能なため、ユーザーの好みにあわせてグループ表示も可能です。  

タブの追加と通貨ペアの選択例 

以下はタブを追加し、タブの名前をクロス円とする例です。 

 

まず、マーケット・オーバービューの「タブ」から「新しいタブ」を選択し、その後「タブを改名する」

のメニューで「クロス円」と入力します。追加する通貨ペアの選択は銘柄ペインをダブルクリックし

ます。 

 

マーケット・オーバービューに追加された通貨ペアをダブルクリックすると、その通貨ペアの別ウ

ィンドウが開き、条件付き注文を出すことが出来ます。 
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デフォルトの設定 

ユーザー・インターフェースは、2つのデフォルト設定をその値とともに保存しておくことが出来ます

（機能を有効にした場合）。これらの値は自分で設定することも、その都度設定することも可能で

す。 

デフォルトの金額： 

デフォルトの注文金額を設定できます。最小取引単位は1000通貨単位となります。 

表示を千単位、百万単位に変えることも出来ます。 

デォルトのスリッページ： 

デフォルトの最大スリッページも設定できます。単位は各通貨におけるピップ単位（1銭、 

1ポイント、等）となります。ログイン時のデフォルトは5ピップとなっています。ユーザーは、スリッペ

ージの設定を変更したい場合、スリッページの機能を有効にする必要があります。スリッページは

マーケット・オーバービューから通貨ごとに設定可能です。 
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メイン・ウィンドウとマーケット・オーバービューの成り行き注文画面 

 

 

 

5. 注文  

5.1.成り行き注文 

成り行きはもっとも簡単な注文方法で、メイン・ウィンドウからでもマーケット・オーバービューから

でも行えます。通貨ペアのビッドかアスクをクリックすると、金額欄で指定した成り行き注文が発

注されます。成り行き注文ではスリッページの設定も可能です。約定を高めるためにも設定して

おくことを強くお勧めします。  

特定のスリッページを設定しない場合には、意図しないスリッページを防ぐために自動的に最大5

ピップのスリッページとなります。  

注文が約定され新たなポジションが建つと、ポジション・サマリー、ポジションのペインに表示

されます。注文が約定されなかった場合には、注文が約定されなかったという知らせがメッセ

ージ・ペインに表示されます。  

5.2.ワン・クリック注文 

成り行き注文はビッドかアスクをマウスでクリックすることで発注されますが、ユーザーはこのマウ

スによるクリックをワン・クリックにするか2回クリック（確認画面あり）にするかを選べます。この設

定は、ステータスバーにあるワン・クリックのチェックボックスで変更できます。ワン・クリック注文は

発注が速いのですが、発注後に変更することは出来ません。 
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5.3.ビッドで買指値、アスクで売指値 

「ビッドで買指値」、「アスクで売指値」を置くことで、その時点でのマーケット・メイキングが可能で

す。この注文を置いた場合、その注文の全体もしくは部分が約定されるまでMarket Depth（板情報）

の列に加わります。部分約定となった場合、残りの注文はそのまま続行されます。この注文では

注文の列の順番に達する保証はありませんが、後から同じレートで入って来る買指値、売指値よ

りは優先して処理されます。この注文は注文ペインに表示されます。なお、ビッド、アスクに置く指

値は現状のマーケット・レートからかい離していても置くことが可能です。 

この注文にはGTC（キャンセルするまで有効）、注文有効期間（決まった時間有効）、注文有効

期日（指定した日時まで有効）の指定することもできます。この注文手法以外では注文有効期

間は全てGTCとなります。 

 
 

 



11 

 

 

5.4.条件付き注文 

条件付き注文は注文時のトリガーが必要です。ユーザーはレートが特定の水準に達した時に注文

を入れることが出来るため、注文時にそのためのパラメータ入力が必要となります。また条件付き

注文は、その注文レベルに達する前であればいつでも修正、キャンセルが可能です。ユーザーは

この後に例示する各種の条件付き注文を出すことができます。 

5.4.1.逆指値の買い 

逆指値の買いは、レートが特定の水準まで上がった時に買う注文です。設定は、売買サイド「買

い」、入力は「ビッド≧ストップ」か「アスク≧ストップ」を選択し希望レートを入力します。逆指値の

買いはレートが達した時点で成り行き注文として処理されます。 
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5.4.2.逆指値の売り 

逆指値の売りは、レートが特定の水準まで下がった時に売る注文です。設定は、売買サイド「売

り」、入力は「ビッド≦ストップ」か「アスク≦ストップ」を選択し希望レートを入力します。逆指値の売

りはレートが達した時点で成り行き注文として処理されます。 
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5.4.3.リミット付逆指値の買い、売り 

リミット付逆指値の買い、逆指値の売りは、レートが特定の水準に達した時に売買を行う注文です。

設定は、逆指値の買い、逆指値の売りと同じですが、レートとともにスリッページを入力します。こ

の注文はレートに達した時点で成り行き注文として処理されますが、スリッページを含めたレートよ

りも有利なレートでのみ約定され、約定されなかった場合には指値注文となります。 

 

下の例は、逆指値の買い（ビッド≧ストップ@84.45）で、かつスリッページに1.0が指定されているの

で84.45がビッドになった段階で、84.46よりも有利なレートでのみ逆指値の買いを行います。約定し

なかった場合、84.45の指値の買い注文となります。 

 

MIT注文とは 

 

MIT注文とは、Market If Touch注文、つまりピップス（スリッページ）を許容した指値注文のことで

す。MITレートに達した段階で、指定したピップスの範囲内のベストプライスで注文を約定します。 

 

例：マーケットが84.34 – 35の時に、アスク≦MIT （84.30）スリッページ1.0と指定。 

 

この場合、アスクが84.30以下になった段階で、84.31以下のベストプライスでドル買いの約定を

行います。 
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5.4.4.ストップ注文＋利食い注文 

ユーザーは、一定の条件に沿って注文が出されたり、約定されたりする注文を出すことができま

す。例えば、成り行きで注文を出し、更にその約定に対して利食いの注文とストップの注文を組み

合わせるといったケースです。ポジションを持った場合、通常そのポジションを仕切るレベルも考

えますので、そうした注文の出し方を見ていきます。 

 

条件付き注文画面: 上の例は、成り行きで買った後に、ストップ注文と利食いの注文を同時に出

すケースです。ストップ注文についてはビッド・ストップとアスク・ストップを選択可能です。  

ポジション画面: ポジションが建っている時にポジション画面で右クリックすることで、ストップ注文、

利食い注文、条件付き注文を出すことができます。注文を出すと注文ペインに反映されます。 

 

ストップ注文や利食い注文の条件付き注文はキャンセルするまで有効です。 
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5.4.5 トレーリング・ストップ 

トレーリング・ストップは仕切りのストップ注文とエントリーの逆指値に注文の編集機能で対応して

います。マーケットの値動きの変化にあわせて注文の水準を変えていくことで、潜在的な利益を

大きくし、潜在的な損失を抑えることが可能です。 

トレーリング・ストップでは、以下のようにトレーリングのステップ幅を変えることができます。パラ

メータは注文の編集により可能で、最小幅は10ピップにセットされています。 

ストップ注文も新規の逆指値もレートがトレーリング・ストップ幅と同じかそれ以上動いた（離れた）

場合、レートがその方向に動いた場合、そのレートの分だけトレーリングします。 

   

5.5.スリッページのコントロール 

注文を出す際にユーザーにはスリッページのリスクがあります。スリッページとは注文を出した

レートと約定レートとの差です。 

スリッページは「ピング（Ping）の遅延」が原因です。これはネット取引において必ず発生する現象

で、サーバーにレートを供給する多くのマーケット・メーカーとマーケット・ユーザーとの間の複雑な

通信環境が発生させる遅延が原因で避けることは出来ません。 

マーケット・レートと同じか少ない金額の場合： 
通常のマーケット環境ではスリッページはほとんど発生しません。しかし、経済指標やニュースの

発表等、取引量が増える環境では負荷が高まります。 
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つまりユーザーが取引しようと思っているレートと約定されるレートとの間にスリッページが発生

しやすくなります。また、こうした際のスリッページは有利に働くことも不利に働くこともあり得ま

す。 

マーケット・レートよりも大きな金額の場合： 
もし注文金額がマーケット・レートよりも大きな金額の場合、ユーザーが設定したスリッページの

範囲内で、Market Depth（板情報）のレート順に約定が行われます。 

  

上の例はドル円で3千万ドルの注文を出そうとしています。この時のMarket Depth（板情報）では

85.865までのレートをヒットすることとなります。85.875で4.8百万ドル、85.87で15.7百万ドル、85.865

で残りの9.5百万ドルの注文が約定されることとなりますので、平均約定レートは85.8692となるでし

ょう。 

スリッページ幅の設定はマーケットビュー・ウィンドウでは各通貨のペインにおいて可能です。

スリッページ幅を設定することで約定するレートの幅を決められますが、金額によっては約定さ

れない場合もありえます。 

次の例で、左側はスリッページがゼロになっていますが、この場合スリッページが不可避だった場

合約定は行われず、メッセージ・ペインにその旨が表示されます。右側はスリッページが5ピップス

に設定されていますので、5ピップスを超えない範囲で注文は約定されます。しかし、値動きによっ

て5ピップスでも約定に至らないといったケースでは約定されず、その旨がメッセージ・ペインに表

示されます。 
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一般に、スリッページ幅を広げることは不利なレートを許容する代わりに約定の可能性は高まり

ます。いっぽう、スリッページ幅を狭めることは不利なレートが付くリスクを減らす代わりに約定の

可能性は低くなります。 

最大のスリッページ幅はユーザーが個別に設定可能です。以下はマーケット・オーバービュー

でスリッページ幅を個別に設定した例です。 
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5.6.注文の管理 

注文ペインには全ての注文が表示されます。各欄にそれぞれの注文がどのような状態にあるの

かを確認することが出来ます。 

 

ユーザーは各欄の内容に応じて注文をソートすることも出来ます。 

 

各注文は注文ペインから選択後、右クリックすることで注文内容を修正したり、取り消したりする

ことが出来ます。複数注文を選択することも出来ます。 

 

いったん注文が取り消されるか約定されると、その注文は注文ペインから無くなります。しかし、

ポートフォリオ・ペインのログを参照することで履歴を確認することは可能です。注文の取り消し、

修正はメッセージ・ペインにも表示されます。 
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5.7.OCOのグループ化 

OCO機能は2つの独立した注文をOCO注文とする機能です。OCO [one cancels the other]は名前

の通り、OCOのグループ化を行うことで。片方の注文が約定された場合、もう片方の注文は自動

的にキャンセルされます。OCOのグループ化は以下の組み合わせの場合に利用可能です。 

指値の買い + 指値の売り 

指値の買い + 逆指値の買い 

指値の売り + 逆指値の売り 

逆指値の買い+ 逆指値の売り 

OCOのグループ化は次の例を見てください。注文ペインで2つの注文（85.90で指値の売り、84.80

で逆指値の売り）があり、これら2つの注文を選択後右クリックすると「OCOへグループ化する」と

いうメニューが現れます。グループ化すると注文ペインにOCOであることが表示されます。 

 

5.8. ポジションのマージ 

ユーザーは既存の同一通貨ペアのポジションをマージすることが出来ます。ポジション・サマ

リーでは100万ドルの買い（1件）と、20万ドルの売り（2件）があることがわかります。ポジショ

ン・ペインで明細が確認できます。 

 
 

 



20 

 

この段階ではユーザーはフレキシブルにポジションのマージを行うことが出来ます  

まずひとつめのポジションを選択し、次にその選択したポジションにマージしたいポジション（ひと

つでも複数でも可）を選択します。そして右クリックして「選択したものをマージする」とすることで、

それらのポジションは単一のポジションとなります。ユーザーはこの機能を使うことで注文の自由

度が高まります。 
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下の例では、ドル円1件の買い（100万ドル）とドル円2件の売り（計20万ドル）をマージしたこと

で、ドル円1件の買い（80万ドル）に変化した様子を示しています。 

 

↓ 

 

2つの同一通貨ペアの買いと売りの金額が同じ場合、ポジションをオフセットされていますが、

画面上では買いはビッドで値洗いされ、売りはアスクで値洗いされています。しかし、実際に

はポジションをマージした場合と同じ結果になります。 

またマージは金額が同一でなくても可能です。この場合はポジションをひとつにまとめることとなり

ます。 
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次のユーロ円の例では、5つのポジション（売りが100万ユーロ、買いが合計40万ユーロ）をひ

とつの売りポジション（60万ユーロ）にまとめています。 

 
 

 

↓ 

 
 

 

ポジションのマージをした際には、以下のようなメッセージがメッセージ・ペインに出ます。 
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ポジションのマージが、ポジション自体をオフセットするケースでは、ポジション・サマリーやポ

ジションのペインからそのポジションは無くなります。（ドル円で80万ドルの売りと買いのケー

ス） 

 

 

↓ 

 

 

ポジションのマージは、現在建てているポジションがマージできる組み合わせものでなくてはなりま

せん。そうでない場合は、ポジションのマージは出来ません。一例としてクロスのマージ（例：ユーロ

ドルとドル円をユーロ円にする）は出来ないケースです。なおポジションのマージは、システム内の

処理をするだけなので、手数料は発生しません。 
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6. レポート 

6.1.証拠金の管理 

取引システムでは証拠金の状態をリアルタイムに示しています。現在持っているポジションが証

拠金にどのような影響を与えるのかを容易に把握することができます。取引手数料も証拠金（純

資産）に反映されますが、これは一日の引けで差し引かれます。 

1日の取引終了時点（夏時間では21:00 GMT＝日本時間午前6時、冬時間では22:00 GMT＝日本

時間午前7時)で、利益と損失が清算され証拠金残高が確定し、一日分の取引手数料もその時点

のレートで円貨に換算した上で合算されます。取引口座の確定残高は、前日終了時点のものを

確認可能です。口座残高の履歴はメイン・ウィンドウのポートフォリオ・メニューから「ポートフォリ

オ・ステートメント」で確認できます。 
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取引のレポート 

 

ポジション・レポート 

このレポートでは、オープン（現在持っている）ポジション、ポジションを建てて以降に、クロー

ズド（仕切った）ポジション、マージ後に仕切ったポジションをタイプ別に確認可能です。 

オープン・ポジション:  

オープン（現在持っている）ポジションは現在のレートで値洗いされます。損益、手数料、ポジシ

ョンを建てた日時も表示されます。 

クローズド・ポジション:  

クローズド（仕切った）ポジションは、新しいものから日付順に表示されます。損益、手数

料、ポジションを建てた日時、閉じた日時が確認可能です。 
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マージしたポジション:  

マージしたポジションもポジション・レポートで確認可能です。 

イントラデイ・ステートメント 

このレポートでは日中の取引の内容が確認可能です。通貨ペアごとにまとめた損益も表示され

ています。 
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ポジション・サマリー （ペイン） 

このペインでは、現在持っているポジションが通貨ペアごとにサマリーとして確認できます。通貨

ペア、方向、買いと売りの金額と件数、平均コスト、損益も確認できます。 

ポジション （ペイン） 

このペインでは、それぞれのポジションを個別に確認可能です。ポジション・サマリーで表示される

内容に加えて現在のレート、利食いや損切の注文の有無とその水準も確認できます。 

注文 （ペイン） 

このペインでは、現在出している全ての注文を確認できます。トリガーが必要な注文の種類の場

合はステータス欄にPENDINGと表示され、通常の注文ではステータス欄にPLACEDと表示されま

す。 

トレード・ログ 

トレード・ログを使うと、ユーザーの取引、注文の履歴を各種フィルター（期間別、通貨ペア別、種

類別）をかけて検索することが可能です。 
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ポートフォリオ・ステートメント 

ポートフォリオ・ステートメントは、日々の証拠金残高や変化を確認できます。また、各種フィルター

を使ったり、印刷、エクスポートしたりする機能も備わっています。なお、ステートメント上の1日は清

算時間をベースに24時間で区切られます。これは、欧州夏時間では日本時間の午前6時、欧州冬

時間では日本時間の午前7時となります。 

ポートフォリオ・ステートメントは以下の3つのレベルを選べます。 

Summary  

Summaryのレベルでは日次レポートが出力されます。内容としては、通貨ペアごとの取引による損

益、手数料の金額、証拠金残高の推移から構成されています。これらの数字は、1日経過するごと

に証拠金残高に反映されます。当日の数字は清算時間まで確定していないため、各通貨ペアの前

に”Unsettled”と表示され区別され、前日までの数字は“settlement for”と表示され区別されます。

通貨ペアごとの損益は通貨ペア右側に表示される通貨で“balance change”の欄に表示され、その

後換算レートで円貨表示されています。[Reload]ボタンを押すことで日中のリアルタイムの変化も確

認可能です。 

通貨ペアのリンクをクリックすることで、その通貨ペアの詳細を確認できます。 

日付のリンクをクリックすることで、その日の詳細を確認できます。  

 

Order Detail 

Order Detailのレベルでは各注文の詳細が出力されます。特定の日付を選択することも出来ます。

以下の例は、2010年8月31日日本時間14時時点で、8月27～31日のドル円取引を出力したもので

す。各取引が清算時点でのレート、もしくは現時点のレート（“settl.price”）を使った値洗いが行わ

れていることが確認できます。Rollover close とRollover openは、ポジションを翌日に持ち越した際

に表示されるものです。 
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このレベルでは取引内容ごとに日付、時間、取引の詳細、取引レート、清算レート、損益、手数料、

手数料込の損益を確認することができます。 

Trade Detail 

Tradeのレベルは、Order IDの代わりにTrade IDで詳細を確認することとなりますが、現状では

Order Detailで表示できる内容と大きな違いはありません。今後、このレベルでの表示を強化して

いく予定です。 
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6.2.証拠金 : 計算方法と確認 

証拠金はレバレッジによって決まります。ポジションを持っている場合、必要証拠金は自動的に計

算され、取引可能額も更新されます。指値注文等を出す場合には、その段階では取引可能額は

変化しません。 

レバレッジが効いているということは、利益だけでなく損失もまた大きくなります。レートの変動が

激しい状況下では、証拠金が簡単に無くなることもあることを気に留めておく必要があります。 

取引可能額は、純資産とレバレッジによって決定されます。ポジションも注文も無い場合には、純

資産にレバレッジの倍率を掛けた金額が取引可能額となります。ポジションを持った段階で取引

可能額は減少し、リアルタイムで更新されます。 

 

（注）画面上ではレバレッジが100倍で計算されています。 

また純資産の金額に小数点以下2桁まで表示されています。 

 
 

例 : ポジションも注文も出していない状態 

純資産＝10,000,000. レバレッジ50倍 

取引可能額＝10,000,000.×50＝500,000,000. 

証拠金使用率＝0% 

例：ドル円で100万ドルを買い（@100.00）損益が0の段階 

純資産＝10,000,000. レバレッジ50倍 

取引可能額＝10,000,000.×50－$1,000,000.×@100＝400,000,000. 

証拠金使用率＝20% 

例：上のポジションを持ったままドル円が95.00まで下げた 

値洗い損益＝$1,000,000.×（95.00－100.00）＝－5,000,000. 

純資産＝10,000,000.－5,000,000.＝5,000,000. 
取引可能額＝5,000,000.×50－$1,000,000.×@95＝155,000.000. 

証拠金使用率＝38% 

上の計算例からもわかるように、値洗い損を抱えることはリスクを増やし取引可能額を減少さ

せますが、含み益がある場合にリスクを減らし取引可能額は増加します。取引システムの最

下段において、純資産、取引可能額、損益、証拠金使用率はリアルタイムでモニターできます。

また全体のリスクは、ポートフォリオメニューからカレンシー・エクスポージャーで確認できま

す。 
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自動ロスカット 

証拠金使用率が100％に近づくと取引可能額はゼロに近づきます。しかし、レートが変動し値洗い

損が膨らむと取引可能額がマイナスとなってしまいますので、証拠金使用率が100％に達した段階

で自動ロスカット（ポジションのカットオフ）となります。 

 

純資産や証拠金使用率をモニターし、取引可能額が減少している時には十分な注意が必要です。

取引可能額と証拠金使用率は純資産と密接な関連がありますので、取引可能額が減少し始める

と、証拠金使用率が高い場合には、純資産額が大きくても、レート変動によっては急激に純資産が

減少するリスクがあります。 

 

また、純資産が一定額を下回って場合も同様に自動ロスカットとなります。 
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6.3.ポジションのロール 

外国為替市場におけるスポット取引の決済は、USD/CAD（翌営業日）を除いて2営業日後となりま

す。ポジションを翌日に持ち越した場合、スワップによって決済日のロールが行われます。このス

ワップのポイントは通貨ペア間の金利差によってプラスとなる場合もマイナスとなる場合もあります。

決済日のロールは清算時点（欧州夏時間は東京午前6時、欧州冬時間は東京午前7時）で調整が

行われます。ユーザーはレポート上でスワップ・ポイントを確認することが出来ます。 

6.4.取引の清算と手数料 

一日の終わり（清算時点）で残っているポジションは、次のスポット決済日にロールされ円貨で

損益の計算が行われます。また手数料もこの時点で口座残高から引かれることとなります。ポ

ートフォリオ・ステートメントを見ると以下のような項目があります。 

Settlement for – その通貨ペアから発生した損益  

Volume commissions – 取引手数料 

Debit/Credit – 現金の入出金 

イントラデイ・ステートメントでは一番下の段で、通貨ペアごとの損益と換算レートを確認すること

ができます。 
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7.1.ティック・チャート  

7. チャート  

チャートに表示されるレートは、ライブ・レート、ヒストリカル・レートとも実際の取引レートと異なる

場合があります。チャート上に表示されているレートで約定されないこともあり得ます。 

 

取引システム内で多機能なチャートも利用可能です。 

 

 

 

ティック・チャートでは、リアルタイムの値動きとスプレッドをビジュアルに確認できます。  
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日足チャートはデフォルトでは月曜午前9時までを日曜として処理する関係上一週間に6本表示され

ます。これを回避するには、ツールメニュー →オプション設定 →チャートの設定でサンデー・デイ

リー・キャンドル（日曜の日足）のフィルターを以下のようにしてください。 

 

 

7.2.チャートの各機能 

ティック・チャート以外にも様々な時間枠のチャートを表示できます。 

10秒足、1分足、5分足、10分足、15分足、30分足 

1時間足、4時間足、日足、週足、月足 

下のチャートは、ドル円・日足・ローソク足（キャンドル）・ビッドの例です。 
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チャートにはテクニカル分析を表示することもできます。 

 

 
 

 
 

一目均衡表を表示したチャート例 
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チャート内に表示可能なテクニカル指標は多岐にわたります。 

設定画面は英語表示となっていますが、以下の分類でまとめられています。 

 

 

Common（一般的な指標） 

・・ 平均足、他 

 

Bill Williams（ビル・ウィリアムズの指標） 

・・ ビル・ウィリアムズが開発した指標 

 

Cycle Indicators（サイクル指標） 

・・ ヒルベルト変換によるサイクル系の指標 

 

Math Operators（四則演算） 

・・ 加減乗除等の四則演算機能 

 

Math Transform（数学変換） 

・・ 三角関数や対数等の数学関数 

 

Momentum Indicators（モメンタム系指標） 

・・ RSI をはじめサブチャートに表示するオシレータ系指標群 

 

Overlap Studies（メインチャート上の指標） 

・・ 移動平均線をはじめメインチャートに重ねる指標群 

 

Pattern Recognition（パターン認識） 

・・ チャートパターン、ローソク足パターンを自動認識 

 

Price Transform（レートの加工） 

・・ レートを加工するための関数 

 

Statistic Functions（統計関数） 

・・ 相関、回帰等の統計関数 

 

Volatility Indicators（ボラティリティ指標） 

・・ ATR 等、ボラティリティ系指標 

 

Volume Indicators（出来高指標） 

 ・・・ 出来高をはじめ出来高系指標 
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トレンドラインや平行線を引くことや、水平線や垂直線を表示することも出来ますし、フィボナ

ッチ・リトレイスメント等も表示可能です。  
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チャートには他にも多くの機能があります。 

 

チャートを右クリックすると、そのクリックした水準にあわせて、ユーザーが出す可能性が高

い注文種類が表示され、そこから注文を出すこともできます。 

 

 



39 

 

 

 

 

8. マーケット分析  

8.1.マーケット・ニュース 

ニュースのメニューからマーケットニューを閲覧可能です。 

マーケット・ニュースはAFXとダウ・ジョーンズの英語ニュースを表示でき、各種の検索機能も備わ

っています。ヘッドラインをダブルクリックすると内容を読むことができます。 
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8.1.1.ライブ経済指標 

ニュースのメニューから経済指標カレンダーも閲覧可能です。経済指標には予測、前回、結果（今

回）の数字も表示され、検索機能も備わっています。 

 

 

 

高値と安値 

 

高値・安値を含めた四本値の情報は、チャートをテーブル表示とすることで確認できます。 
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